
日本生物學會誌

第 8 号

．

．
．
 

ヽ

9
‘

A
t
.

f
 

．

．

 

．

．

 

．

 

．

 

- ー 、＼

ん
＾

し．

日本生物學會

1 9 8 0年 2月2 0日

   
 

． 疇

 







かの有名な北沢右三先生（東京都立大学教授）であるとか、宮｀ら昭大先生 （慣浜国立大学助

教授）であるとか、生態学界を代表するそうそうたるメンバーがずらりと並んで、「滅びゆく水辺」

とか「内湾の運命」、あるいは「大型ほ乳類と人類の共存」といった、人を楚きつけてやまない魅·

力的な濱題をかかげているてはない か。．．

もともと生惣学は、いまから1 0年前の1 9 7 0年、公害がいっせいに問題化したとき、「公

害」は我々の担当分野であり、「生憩学のみが公害から 人類を救う 」と名乗りを拳げて、あ2り中

味のない話を 、さも中味あり11に言いふらした学問である。・中来のないことがばれたのか：それと

も社会の方があまり必饗を感じなくなったのか、最近てはほとんど鳴りをひそめて、私などはほっ

とし ていたところなのだが、どうもそうではなかったらしい。それにしても、 「自然と人類文明の

・共存は可能か」とは大色く出たものである。「可能か」という問いかけは、 「不可能である」とい

う答が予測されている場合に・よく伎われる。 「可能だろう」と息うときには逆：こ、 「不可能か」と

問題を提起するのてある。どうやら生惹学者は、 「共存は不可能だjと思っているらしい。そうな

ると、少々 大変である。何となれば、生態学者は入類より自然の方をより愛しているらしいから、

「人類文明に死ん．でもらいましょう 」などという正しい答を出すかも知れぬ。自然よりも文明の方

が好きな松は、またもっともらしい理感をつけて反請しなければならなくなる。それなら、そんな

テは旱いうちにつんておく方が、お互いに楽てはないか。

こうして私は、会場の横浜へ出発することにした。そして、このシンポジウムに出席した。．と

ころが、意外や意外、まった・くし士らない終り方をしてじまって、 一言を言うことすらできなかつ

たのてある。それは後にのべることにして、まず各麟濱者の言い分を紹介していくことにしよう。

1. 「はじめに」北 沢右三（瑯立大・理学部•生物学科）

北沢先生はこのシンポジウムの主催者0．． 一人であり、これが計画され、準傭されたいきさつを

語られた。それによると、準備委員会て、どんなテーマでシンポジウムをするかということを公寡

し たところ、 「自然一人類一生惹学者のあ り方」というテー マが、たったひとつだけ来たそう

てぁ•る。そこて、このテーマをとりぁi1ることにしたのだが、少しやわらかく（？）して、 「自然

と人類文明の共存は可能か」にしたのだという。 ＂やわらかくした” というのはもうひとつよくわ

からぬが、「生懇学者のあり方」などというと、かたい（あるいはきびしい）のかもしれない。・

「生想学的考察」なら科学的・客観的て、生態学 ＂者” が表面に出なくともよくなるからだ ろう。

それはともかく、できるだけたくさんのエキスバート（自然 と文明の共存についての ＂エキスバー

＂などい るのだろうか？）に話してもらって、総合討論をやりたい。結論の出せるような問題ても

ないし、出そうとも恵っていないのて（無責任＂）自由に発言し．
．
てもらいたい、と．しヽうのが、司

会看北沢氏のあいさつであった．

2. 「撞生と人間」 宮鵡昭 （横浜国立大学・環境研究所）
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宮爵昭大先•生の「撞生と火間」といえば、もはや説明は不妻であろう。 ｀＇人類”•は ＂森林”

を塙めつけてきた。その ＂むくい ＂ がいまやきつつある
．

：森林を復活せよ！それ以外に ＂人類',.の

生き残る道はない！！ （スライド沢山バチパチ）

3. 「滅びゆく水辺」 沖野外緬夫 （信州大・すわ臨湖実験所）

すわ湖．が次第に汚染され、ホ車帯がへってきた、というお話てある。これ1
・
よいけなし‘‘という

わけて、．下水処理場をつくったのだが、そ のために2た水車帯を埋め立てたので、さらに減ってし

まったそうてある。水軍がなくなったらどうなるか。それがわからない．ウカサギは減っていない。

沿岸にすむヨシノポリ．とフ＊は少し減った。（大したこと、お2へんやないか）

＊辺が滅びてし：＜·、その原因を つ色とめ、ふせぐのが生惹学の役目てある。（汚水を流しこん

だり、埋め立てたりするのが、その原因と違うのですかネ）

4. 「大型ほ乳類と人類の共存」 丸・山直樹 （東京農工大・晨学部）

人類というレベルで一度もものを考えたことがなかったので（大変健全！）、講濱をたのまれ

，て非常に憂ウツになった。（大変正直！） この2 つの共存はむずかし い。なせ、むずか しいか。

大型ほ乳類側の問題点として、あ まり急速に増えない、人間に害を与えるものがいる、行動半径が

広い、（こんなの、ほ乳類側の問題点と言うんてすかねえ） などがあり、人類側の問題点として

資源となっている、 人閏は開発しないと｀ 生きられん、（それはそうだけど、そういってしまえば諾

はおわりになるのでは？） ・人間の方に共存しようという意欲がない、（といわれても、クマとの

＂共存” は、やはりご免こうむりたいですね）・ 大型ほ乳類の自然における役割を理解していない

彎々。（どんな ＂役割 ” か知らないけど、 ＂理解’'してもクマと共存する意欲はわいてきそうにな

い） そこでどうするか。もっとよく碍ぺて、科学的な総合対策を立でなければなら〇。（立つは

ずがないじゃないか、いくら調べたって）
＇

ところが大型ほ乳類の調査には金がかかる。といって

も、自衛摩の対潜しょう戒優 1 聾分てもまわ． してもらえれば、 ・ てきるのだが。（対潜しょう戒親を

まわしてもらうことには賛成するが、まわす先はもうちょっとましなところにしてほしい ）

5. 「鳥の人生」 濡本昌紀 （和光大•生物）

「共存は可能か」などと．いわれても、何を考えたらいいのかよくわからない c 賽ー、「自然」

も「人類」も、それぞれがよくわからぬから、ましてその「共存」などわかるはずはない． 「自然

と共存したい」ということならょ＜わかる。・「共存は可能か」といわれたら困ってし まう。（この

あたり、みなさんよく判りますか？）． 鳥は種（しo)ごとに違うすみ場所にすむ．技術的問題と

して、この鳥を残せ、と
・
いわれたら、その種の環境をすぺて残す以外にやり方はなぶそれが残せ

なければ、その種は減ぶだけてある。ドバトやカラスなどはへ少々環墳が変化しても、あっかまし
· ,•、..

く生き残る。残した方がいいのかどうかになるとわからない。わからないものは、とりあえず残し

ておけ、というのは 1 つの見織てはあむ•人類文明の方も、いろいろに考えられる。しかし、文明
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を かえるのは、生想学の役割ではない。生態学者の集まりでしゃぺ る必妻はなかろう。（生態学者

の中にも、たまにはこんな面白い人もいる、ということである）

竺g :· •つ・

6「生態学者と微生物」 手塚泰彦．．． ．．（都立大・理学部•生物）

これはへ自然をいかlご管理するか、という問題である。；（まだこんな恐しい人がいた．！．） と

ころが、自然＝生想系のじくみが、まだIiつきりわかつでいない。（ああ •，
•よかった、．まだ管理さ

れずにすみそうだ）•• そのどこがわからないのか。 ｀｀微生物” の部分である 。． ここでこんなことを

いうのは少々我田引水の きらいはあるが、 ・ ｛しヽぇいえ、決して ＂少々 ＂ てはないでしょうし 植物

・動物の生態研究者にくらぺて、生態系の三大妻素
・

（生産老＝植物・消賓者＝動物・分解者＝微生

物）の1つ である微生物の研究者が少なすぎるからである。これをもっと増やさなければ、いつま

でた っても自然 ＝生態系は理解できないであろう1 （増員反対！！） ． 

1. 「内湾の運命」 堀越増異 （東大•海洋研）
・ぐ・

東京湾の羽田沖に無生物帯があった。ヘドロがたまり、酸素がなくなったためてある。しか．し

1 9 7 1 年ごろから回復しはじめ、クルマエピやシャコ包．とれ出し
：
た。規制によ って内湾の生窃は

回復する。｀ただし、無機物の規制はどのくらいやってるのか、よ くわからない。（水銀入りのエピ
ー
：

がとれるよ
・

り、何もとれない方が、 ［人類の運命」にとってはまだましだ、と思ぅ．のてすが）

8 都・市 ＇ ―

·沼田，真 ． （千葉太・理学部・ 生物）

人類の 6~7 割は都市にすtr。（のっ けからウソである。先進国だけならそうかも知れん力り

だから、都市における「自然と人類文明の共存」をこそ、考えなけ ればならない。
・
（田舎の切り捨

て！） 自然がどうかわっていく
ー

か？ 人工化された自然が、：いかに人間に影響を与えるか？ 人

間がどうかわっていくか？ （汚染に適応したものだけが生き残り 、コキブリなどが可愛く見えてく

る！） ． これらが都市生態学（こ諜せられた課題（そんなの ＂課した ” 憶えはない）．てあるが＼結騎

は出ていない。（ああよかった）都市計画に対じて＜？こうしなさい、とは言えない。

9. 「住民運動と生態学」 小川 潔 ．（東大・理字部•生物・学生）

現地ての個別的な問題を、 学問的一般理験で言jり切るのは無理であるe 一 方、住民運動にも非

科学的なとこをもたしがにある。
．

fこからといって、研究者がそれを切り捨てないで、いろ
・
いろと敦

• • I ．る ．

えてほしい。（あんまり教えても らわん方がいいと思うよ） 研究者は第3者的てある。運動に参
マゼ・

・

加すると責任が生じて逃げられ1£くなる
．

0 .（逃げられな
：
・

くなるようては、まだ一人前の研究者とは
'. ; -:: ..・ ヽ ． 

いえないよ） もっととりくんでほしい。 ` `

.  

l? � ·.,..) 
さて、以上で各濱煮の講賞はみんなすんだ。学会やシンポジウムの恒例により、各演者とも時・マ． ．，

間をオ ー パーして、そ・れぞれの講演についての質問は 1 つ 2つ、それもおおむね、聞いても閲かな

·
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くとも大勢に影響ないようなものばかりで、みんなの熱い期待は、さいごの総合討論に集まった。

それがいまや開始され んとしている。 司会者北沢先生が登壇した。

.,「さて、ここで総合討論にはいる のですが 、どうも、このシンポジウムを計画した入は、総合討瞼

に重点をおいていなかったものとみえまして、実をいいますと、懇親会場へいくパスがもうついて

いて、待 っ ているんだそうです。あん王り待たすのも悪いから、あとせいせい1 5分くらい、しめ

くくりを宮研洗生にお願いしてあるので、まあ 1 0 分、討論した·,I.ヽと思います。総合討論をしない

とシンポジウムになりませんからね。」

これ ではまるて詐欺のようなものである＇つまらないや りとりがほんの少々続いてお開きとな

り、我らが生態学者の大半は、お迎えバスに分乗して、懇親会場の中華料理店へと去った。一 杯の

みながら、「いやほんとに、微生物をやる生態学者が少なくてお困りでしょう」とか「ヘリコブタ

ーがなければ大型ほ乳類の研究はできない」とか何とか、気炎をあげられたことであろう。私はそ·

んなところへ行かなかったから知らないが。

「公害から人類を救う唯一の学」として、派手に名乗りを挙げた生態学者の、これがシンポジ

ウムの実態である。少し くらいは恥しいと思わないのだろうか。要するに 、公害を解決する能力な

ど、生態学者にはなかったことを、生態学者自身が見事に証明してしまったということである n で

もかれらは、能力がないとは言わない。金が ない、ーと言うのである。学者なるものを、夢信用して

はいけない。私も学者だから、私の言うことも信用してはいけない＂

もっとも、このシンポジウムの唯一の収獲は、総合討論がなく、したが って結論が出なかった

ことであった。だって、「共存は不可能である。だから人碩文明に死んでいただきましょう」など

という結論が出たら、困ってしまうてはありませんか！
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事務所に帰ってくるのは、食事と唾眠の時だけになり、雨が降ろうと、おかまいなしに大きな声をは

りあげ、彼女とのデートに勇んで出てゆく。 時には外泊もするようになり、 1 晩泊りは序の口て、• 3

• 4 日も帰らない事もあった 。私は心配して、毎晩、彼を捜して必死にあちこち歩 きまわるハメにな

る。ところが、世渡りの上手なミー コは、道を歩く人にも愛きようをふりまき、、どこの家でも行 きた

い所へ入りこんてしまう。そしてお腹が空くか、眠くなると帰ってくるのである。

ところが、春が過ぎ夏が来るころに、ま たいつもの外泊だな と 思っていたら、何8待っても帰っ

て来なし‘。かなり遠くまて、 思いあたる所をすべて捜しても、どこに•もいないっ 私は1カ月たっても

2カ月たつても帰・って来るか も知れないとい う期待を捨て切れなかったが、現に帰って来ないのだか

ら家出 をした事を認めざるをえなかった。·

事務所は再び、人間だけになった。さびしい反面、私たち人間 に自由がもどってきた。ネコの為

に休日を返上して事務所に出向かなくても良いし、夕方に外出すれば、そのまま自宅へ帰否事だって

出来るのである。それから暫く は、さびしさに堪えで、解放感を濡喫する というおかしな感じて仕事

に励んて（？）いたが、半年ほどした時、再び事務所にネコがやって来た。まだ片手に乗るくらいの

小っちゃな捨てネコて、だれも引き取らないので、社長が事務所に連れて来たのである。

• そ の子ネコの目は、目ヤニで開か・ないし、体中ノミだらけの、 ゴミだらけてカゴに入っでいた。

私は、たちまちネコが やって来た喜びI�あふれて、さっそく、彼女の目ヤニを取り、せっせと彼女に

尽してしまう。彼女の名付けは、 ー変二変して「ペッバー 」に落ち着いた。

一代目ミー コの時は、育ネコ書など否定したけれど、目ヤニの子ネコがクシャミをして、青鼻を

出すと、．やは り本に頼る他はなく、真険に何度も読んで、忠実に実行した。食事はカレイやヒラメな

ど白身の魚が良いとある。ノミの取り方は3 • 4・過りあるが、すきぐじが一書うまく行らた。少しつ

つ目ャニもなくなり、ノミも少なくなって見易い容姿（こなってきたら、次は回虫退治と、と にかく手

間のかかる
・

子であ る。食餌は一代目のようにキャウトフ ー ズとイリコの出がらしてはダメらしい。彼

女は食べるのだけれど、すぐ下痢をするので、魚を煮てやらなければならない。夜は、子ネコだし寒

いとかわいそうだと思い、渇クンポをしてやる。毎8その用意に1時間半ー． そして週1:.1 • 2回は愈

の買い出し。私はたいてい外食だ から、魚屋にはめったに行った事 がないのに、今で はどこの店が安

'いかもは握して、夕方の値引きしてくれるころに出かける0 • •••

食事と寝床の用意、トイ・レの砂掃除9ょ、ともかくと して、戦争はこれからてある。翁女を遊んで

やら ないと、私は仕事をすることが出来ないのだ。な（こし・ろ生後2 • 3カ月の子ネコの時にこの事務

所に来て以来、彼女は他のネコに合った事がないのである。遊び相手は私たち人間だと思っているら

しい。•おもちゃを与えて少しの間だ と、ひとり（一匹）で遊んでいるが、やはり物足りないらしく、

私の前に来て、ちょこんと座る。ひとたび彼女と目と目が合うと、私の手をめ がけてツメを立ててく

る。こちらが怒ると彼女も耳を立てて、より強くツメを立て、かみついてくる。しかたなくトレーシ

ングペーバーをクシャクシャと丸めて投げてやると、犬のように彼女はそれを追っかけて、私の所へ
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くわえて持ってくる。その時の彼女の表情は、先色ほどとはガラリと変わって、ま じめそのもので、

目付きも真険だ し、時々は瞬きを，じながら、スクスクと歩いてくるのである。彼女は、まるで唯_,.:·g;じ

仕事を与えられたような渭足感にあふれている。
• ・ンi'・ ＇｀ 

ペッバーは、ハエを取るにも、高 い所へ上るにも人間をあてにする。ハエを
見

付けると具様が鳴

き声を上げ奥奮して追っかける けれど、ハ
、

エには手が届かない。そのうちに ハェは、••もう他べ飛んで

行って、彼女は見失なってしまう。ペッパ ーはハエが取れない焦ったさで、また必死になる。ある時

被を持ち上げてハエに届くよう に してやった（ネコの狩りを手伝う人間も 変っている けれど）が、

彼女は要慣が悪いoハエの近くにもう一つ黒いものが現われたのである。2匹も いたかしらと 思うと、

そればクモだ った。クモは、ひょいと1本の糸で体をつないて少し停りて来たかと思うとハエをつか

まえて、そのままケイ光燈の裏に入ってしま った。ペッバーはそれてもまだ、むきになっている。な

・んともおそまつな話だ。一代目ミーコだと、黙って息をこらえ、じっと構えて、チ→ンスを待ち、私

の目にもつかまえたかどうか分らないく：らい
．

の旱技でちゃんとハエを取り、ペロリと食べでしまうの

．にと思い出すと、どう考えてもベッバー：の狩りの方法はネコ技とは思えない。

でも
．

、彼女は人間の身体を利用する方法は素旱い。高い所へ上がりた い時など、その側を人が 歩

くと、すぐさまモの人の身体を枢け
・

上りおぐポンと彼女の希望の場所93乗るのである。そ れも、彼女は

必らず後ろからやって来るのて、・ちょっと油断をすると、思いっきりツメを立てで登られでしまう。

私たちは服の上からでも彼女の鋭い ツメが入りこんで、肩も背中も、体中がツメ跡だ らけになる。

私が仕事を始めようとすると、机の上に あがって私の前に座る。降ろそうとすると彼女はツメと

歯む攻撃してくる。追っばら
・
つでも すぐ飛び乗って机を占領する。忙しい時にほ彼女と遊んでいる訳

にはいかない。人間側の武器はクバコの煙のみ。さ→そくタバコをすって煙にまいてやる。しかし、

いつもプカプカ煙をふかしてる訳にもいかず、結局ば机の片1員を該っていただいて．、
．

とにかく仕事を

進めるという具合である。＇

私がお果子でも食べようと、袋を開ける音がすると、すぐさま彼女はやってくる：。｛可んでも人間

が食ぺるものは彼女も食べられると思ってし辺るのか、リンゴても私が食べると欲しそうに手を伸ばす。

でもおさ らに入れであるのは臭をかぐだけで知らん顔である。

小包とか何か新しい物が配達されると、まず彼女が冤けていき、臭をかいて点検するーし享務所の

事なら、すべて彼女は知9ているのである。事務所で未知の場所は、引き出しの中とロッカ 一 の中て、

弓！き出しを閉め忘れると、必らず彼女liその中に入りこんでガサガサやっている。 9

しかし、彼女もこのごろi1外,�出た
＇

くなら
・

た らしい。ところが、抱いて少し遠くまで連れて行く

と、私にしがみついてきてプルプル震える し、降ろし てやると、道路にお腹をくっつけて、何とも不

格好な姿勢ではるている。·だから目下のとこ ろ、彼女の散歩は事務所のドアから3~5メ ー トル以内

で．ある。日に 何度か 、彼女の精一杯の範囲て散歩して、往勢な好奇心を少し清足させているc
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会的に•よりよい地位を得・るための出世につながり、その中て教授は安定性をもとめる。教授の目的

はそこらへんにあるわけだ．．｛それは教授だけにか苔ったことではないと思うが）．，ぁーとは地位を得

るために手段を選ばず…•・・・・・・ 9‘
．
である。そのためにヽ教授に利用される我々が迷惑する;.o教授．

にとって業績は神慣です。教授はいつもその 神の前にはいつくばっているのてす。•教授と業績の関

係はサJじどクマネギの関係ににている。なせなら、いつまてたっても皮だから。

如費の価値が人間より大切てぁ
：
るか9ら、教授は業績によって支配されている。教授は業績の言

うことなら、何でも聞くと言うことだ。人間！•こよっ・て見つけだされた知識によって人間が支配され

るのである。本来は人間が知識を支配しで竺かなくてはならないのに｀逆転してしまって いる。教

授は自分の業績を得るため に他人を利用し、奴隷にするが、教授も菓績 によって奴葬にされている。

菓績（＝出世）を求める欲望によって教授自身が操作されているからだ。そ れは研究すること自体、

自然を解明しようとすること自体がおもしろいからではなく、出世が目的であるからだ。教授はよ

< lおもしろい実験結果だ、その実験はおもしろい」などというが、これはまったくのうそである。

実樫は、よりよ い業績をあげることができるのでおもしろいと言うのである。自然を解明したから

おもしろいというのではない。もしそうでないなら、他人の実験結果をとって、学会て発表したり

（自分自身は実験しないで）、自分の研究課題を他人にやらせたりはしないだろう。

以上から考えて、科学研究とは人間という化け物を作り出すのではないだろうか、科学研究と

は、自然を解明するとは何か？という疑問がお·:::.る。

最後に、私が糀んだたった1偕の科学史．の本「科学思想のあゆみ」の序諭で、ちょっと気にな

る文章がありました。そのあ たりの文章を引用しようと思います。

人間の魂には、澳自体も含むこの世界についての駁明をなんとか求めたいという、湘す

•ことのできないやみがたい渇望がある。この永遠のあこがれの一つの表現が、宗教的な

体験の定式化である。このような抱負に似たものが、歴史家にもある。かれもまた、宇

宙の法則と秩序を求めている。歴史も、科学や宗教とおなじくt,...-. ..::;....fl.)ような法則をたえ

．．．ず探究することてあるが、このような注則は、．つかまえようとすると、いつ もするりいと．． 

逃げていくしそこて、もしも歴史家が後世か・ら正当に半噺されたいと思うならば、かれ

は、つぎの碑文をただ繰りかえずほかはなし： 心

返りす がりにこの碑を続む人よ、

あなたも、かつての私とおなじである。

そしていつかはあなたも、•い会の手ムとおなじようになるだろう。

それゆえに 、この碑を読も人よ、·

•私のために祈りをにさざげど。';.... 
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環 境 庁 ・ 公 害 研 究 所

見 学 記

奥 野 良 之 助

ある日のこと、私（こ電話がかかってきた。出てみると、環境庁の公害研
＇

究所だと
・

し、う。、．．「生愈学

入門」では、相当環境庁の悪0を書いた覚えがある。少々どきりとして、とりあえず丁重に応対した。

ところが話は、公害研でやっているセミナー ヘ講師として呼ぶから一席やってくれ、という依頼であ

った。暖冬異変のせいか、妙なことがおこるわい、と思いながら聞いていると、どうも先方の話し方

も歯切れが悪い。 「といっても、先生もお忙しいでしょうから、無理なお願いだとは思うのですが ・ ・

．．」と、そこのところをしきりに強調されるので、何だかこちらから断わらなければ悪いような気に

なってくる。もっとも、向こうがその気なら、こ．ちらも断わるわけにはいかん。忙しい時間を何とで

もやりくりして、期待に応えなければならん、というとかっこいいが、本当はヒマで固っていたとこ

ろではあった。そこで、どうして私のようなものを呼ぶことになったのか、と聞いてみた。すると、

「セミナ ーの講師は所員のアンケ ー トで選ぶことになっているのですが、先生の票が一番多かったも

のですから。」

ははあ、読めた。生意気なことばかり書いているあの奥野という奴を一度呼びつけて、コテンパ

ンに粉砕してやろう、というわけか。それなら余計のこと、売られたケンカは買わずばなるまい。

これは、私の妻以外は、だれ一人信じないのだが、本当を言うと、私は大変気が弱いのである。

その上人見知りで、初めでのところではなかなかいつもの詞子が出ない。意地を！まって引き受けたも

のの、心は安らかて． ！まない。もし、す：：：い奴がいて、とっちめられたらどうしょう。

そこで、我が空吻学会の会員で、過激派の学生から建設省の高官にいたるまで顔がきくという、

大変不思繊な人物に電話をかけてみた。 「もしもし、っかぬことをおうかがいしますが、環境庁の公

霰疇ってのは、どんなところですか」 「あお、公害研ですか、あそこには、実にさまざまな分野

の専門家がいて、あらゆる研究をやってるところです。でもただ 一 つ、公害の研究だけはやってない

そうてすよJ

こ九以上明確な答はない。私は安心して出かけることにした。

j生から常盤線で1時間、 「荒川沖」という駅で降りると、車の迎えが来ていて、送ってくれる

私には初めての経験だけ・れど、たしかになかなかいい気分で、みんながえらくなりたがるのも無理は
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ない。開発は進みつつあるが、あたりは見渡すかぎりの武高野が広がり、・遠くに筑波山がそびえてい
.·.る；・＇

・「こんな不便なとこ ろては、通動に困るてしょう。みんなどうされているのてすか」

「ほと んどみんな、車で通ってるようですね。今のところ、パスをないものてすから」

さて、公害研究所に讐いてみると、そこは、広大なしき地に立派な建物が並ぷ、素晴しい研究所

であった。・ 所員230名、うち研究者が1 7 0~1 8 0名に達するそうである・。京都大学の数学科の
,- .• 

出身で、東大の工学部長を勤めたことがあるという、副所長の近屡次郎氏lふちょっとオールド・リ

ペラリストといった感じの人てあったが、 「いや、もう、ここにはいろ んな専門家の奴がいて 、勝手

なことばかり言うとって、面白いとこですわ＂ワッハッハ」

セミナーが始ま和、 どこからともなく所員が集まってきた。せいせい2 0人か30�、と閏い

ていたのに、部屋一杯になって、何でも5 0人を越したらしい。私も結構人気がある、などとにやに

やしてい たら、．括が変な方にそれていって、収拾がつかなくなった。

昨年（これを書いでいる時点からいうと一昨年） 「生態学入門」を書いてから未だ1年、それ以

上のことを勉強したわけでもなし、 かといって反対のことをしゃぺるわけにもゆかぬ。与えられたテ

ーマは、 「環境研究における生態学の役割」というのだが、私はもともと·-4羽『9研究に生態学など

役に立たぬ、という主義だから、 「こんなに役に立ちます」というような話はできない。そこて、1

970年に公害問題が表面化して以来、生態学（老）がいかに悪い役割を果1，てき たか 、という話を

した。

「第1の役割は、公害問題を環境問題と言いかえよう、と主張しで、具体的な社会的事件である

公害から目をそらさせ、地球的規模の環境汚染、たとえば大気中の炭酸ガス濃度の問題などに、●→→「

かえてしまったことです。おかげて、公害庁としで計画されたお役所は環境庁となり、水生病はほ•9
、， ．，、そ

といて、アルプスのスーバー林道をつくるかつく．らんか、てなこと ばかりやるようになった。し力，ヽ し

ここへ来て•初めて、私、知ったのですが、その環境庁に ｀＇ 公害 ＂ 研究所があるんてすね。これは大変

良いことです。ここで1ふ ＂環境'’でなく、 ＂公害＇ の研究
か

をや っていただいているものと、私は固

く信じています」 （笑声）

話は1時閏で、そのあと討論となったが、あまり質問は出なかった。 「今西鍾い司とハイエクとの

対談の本を読んで感激した。どう思うか」などと聞かれたが、私はその本を読んてないので答えよう

がない。 「先生の話には、動物行動学や動物社会学の批判がないが、どうしてか」と、人をまるてか

みつき専門の関犬みたいに考えている質問もあった。もっ。とも、その質問に、 「動物行動学者も少々

怪しげだげれど、ワシが 公害を解決してやる、などと公言していないからとり上げなかった。ても、

ロレンツなんか、人間と動物とを一諸にして、妙なこと言ってるから、いずれ勉強して批判してみた

いとは思ってる」などと答えているのだがら、闘犬と見られてもしょうがないかも知れない。
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ひとつ、面白い質問があった。

「先生は、大気の循環や物質循環などの研究は無意味だと言われるが、たとえば、そういうこと

を知らないから、自勁車に乗って排棄ガスを出して、自分で自分を痛めているので、やはり研究して

そういうことを明らかにしてい（ことiま必要ではないか」

とたんに私は、迎えの自動車の中での対話を思い出した。

「人が自動車に乗るのは、そういうことを知らないからではないと思いますよ。もしそうなら、

この公害研のみなさんが車で通っておられることを、どう理解したらいいのでしょうか。私も、この

ごろ、パイクに乗って喜んでいますしね」

近膜副所長の結びの言葉が良かった 0 .

「実は、この研究所の名前を、公害研究所から環境研究所にかえようという話が出ているんです。

ても、今巳のお話を聞きまして、今度そういう話をする前に、ひとつ先生のボを読んで、：勉強するこ

とにしましょう」

せひそうしていただいで、名前をかえないようにしていただきたい。

もっども、我等の ｀＇公害’'研究所は、果して公害の研究をしているのだろうか。現在していなく

ても （設立後まだ5年だから）、将来はできるようになるのだろうか。

セミナー が終ってから、30分ほどのかけ足だったが、所内をひと回りして諸設備を見せても
・

らった。

その結果は、どうもここでは、公害の研究など、未来永ごう、てきそうにない、というものであった5

・ひとくちに言うと、設備が立派すぎるのである。

この研究所の設備の目玉は、各種のモデル実験設備である。たとえば、i胡や池のモデルとして、直

径3メ ー トル、高さ数メ ー トルの巨大な水槽が、5~6本も並んでいる部屋がある。この水槽には、

30センチおきくらいに、のぞき窓と水のサンプルをとり出す管がつき、もちろん全体は、沼度、光

など：すぺての条件をコンピュ ー ク ーでコントロ ー ルできるようになっている。あらゆる湖の条件が

ボタン一つて、とはいかず、やはり三つ四つは押さないとだめだろうけれど、とにかく再現できるの

である。その一 つをのぞいてみたら、5~6メ ー トルもある水樗の底に、50~60センチほど、汚

ない水がたまっていた。近くのかすみが浦のモデル実験だそうである。びわ湖は水深90メ ー トルあ

るという。どうして再現するのだろう。

土譲のモデル実験設備もあった。これまた同じくらいの大きさの筒で、今度は水のかわりに、当

然のことながら、土がつめてある。上から水が自動的に給ホされ、各深さからのサンプルが自動的に

とり出·、5れる。コンピュ ー クー によるコントロ ー）心向じてある。ここでひとつ、こっているのは、

筒の上限が屋上に出ていて、その上をさらに巨大な湛室がおおっていおごとである。まだ植えてなか

ったが、いずれヤシの木でも植えるのだろう。
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少々恐しかったのは、ガス ・ チエンバー、つまり「ガス室」•が、ずらりと並んでいたことであっ

た。さまざまな組成のガスを送りこみ、生拘の反応を鰐ぺる装置て、私がのぞいたとき,�．は、ひょろ

ひょろのトウモロコシが2本：植えられていた。いずれ、いろいろな動物が、・ 汚染されf;・・空気を吸わ

されて、 センソクか何かになるのだろうけれども、動物てはよく判らんから人間を入れてみたい、な

どという気だけは、起こさないでいただきたい。

こういう設備を見ると、私はいつも、自分が閉じこめられるのではないか、と恐怖を感じる。｛蔓

秀な一流の生惹学老というものは、他人を閉じこめてガスを送ってデー タをとりたい、など考えるら

しい。ここが分かれ目であがもっとも、私はこれても、 ＂生態学講座＂ の ＂助教筈＇ である。自分

で、生惹学者に向いていない 、など言-aてると、 大学を追い出される。さしあたり、 ジェンナーにな

らって、息子か娘でも閉じこめて 、何か吸わせてみるか。というような空想を駆せているうちに、見

学は終ってしまった。

総合解析部という、私にも判らぬが、 当のその部にいる人も、何をしたら良いのか判らないで豹

っている、という部の、比較的えらい人と話をしたとき、 その）人は、「お役所では研究できませんよj

と強詞された。そのこと自身は、確かに真理である，·私の古くからのある友人は、 常々、 ＂民尊官卑”

をとなえていて、研究は民間でな ければできない、国立の 大学や研究所で研究ができるか、とうそぶ

いていた。もっともその彼も、少々事情があって、 さる国立大学の先生になってしま
・

ったから 、研究

ができていないにちがいない。

総合解析 部のえらい人の、お役所研究不可能論は、しかし、私の友人のとは少し·.ちがっていた。

「国は、 設備には確かに金をかけてくれます。 ても旅費は年間、たった1~8万し かないんです

ょ。」これては学会ヘ一 度行ったらしまいです。

・ 私の旅費は4万円だ から 、国立大学よりは少しいい。 ても、何を研究 しても良い大学とちがって＇

ここは “公害＂ 研究所である。まじめに公害の研究に とりくむには、まず公害の現場へ行って、 泊り

こんて、身をもって感じることから始めねばなるまい。旅費7~8万ては辛かろう。私は大いに同情

した。

「そうてしょう。7~8万くらい、学会へ1 ~2度行・ったらなくなります。大体、・200人近い

研究者のいるこの公害研で、外国の学会へ行けるのは、年間何人くらいだと思いますか？ 1人か、

せいせい2人なんて すよ」

私の同情は、 どうも的はずれだったようである。公害研の公害研究者には、このすぐれて具体的

な、 そして全くの社会的、人間的（非人間的と言うべきか）・問題である「公害」を、研究し解決しよ

．うという気は、さらさらないらしい。研究し、実験し、 デー クを出し、学会で報告し、蛤文をつくる。

そちらの方にいきがいを感じているらし．い。その気ならば、こんなめぐまれたところはない。みごと
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こういう娘を持ちたい、と思った。今は、そう思ってない。ところで、 最近あることを発見して、

私のコルネイユ勲もさめてしまった。ラマルクは大変長生きした人て、死んだのは85歳のときて

ある。そのと色、我がコルネイユさんはいくつだったのだろうか。

さて＜キュウイエとともに、ラマルクの評判は現代あ まりよくない。それは、獲得形質の遺伝

を主張したか らてあって、のちに、それは遺伝しないことが証明された。私が学生のころ、ソ連に

ルイセンコなる学者が現われて、獲得形質は遺伝する、しないという奴はプルジョウ学者だ、など

と言い出したので、遂1こ資本主義体制対社会主義体制の大陰争になった。そのころ、やはり獲得形

質は遠伝するのじないか、・など不用意に0走ったところ、さる過伝学者に聞きとがめられ、数時間

にわたって説教された覚えがある。獲得形質とは、生物が生まれてがら、その努力によって獲得し

た性質のことで、たとえば、毎日走って強くなった足とか、毎8勉強して常織を失った脳とか、い

ったものである。

獲得形質が遺伝しないと、最初に言ったのはくワイズマン教授であ・った。その名のと•おり、彼

は非常に賢い男て、大変単純な、したがってだれでも納得するような、1つの実験をやって証明じ

た 。．彼は、実験室で飼っていたシロネズ：：：、クロネズミだったかもしれないけど、とにかくネズミ

の 尻尾をハサミてチ!!Iぎンと切り、子供を蘊ませて大きくして、またチョキン、まあブ.,ツリても

スカッとでもよいが、とにか<
.. 切

＂売けて50代、だったと思うがも・っと多かったかも知れないが、

それは何代でもよいので、凄するに切り続けたのである。 「その結果：ネズミの尻尾は1ミリとい

えども短くならなかった。したがって獲得形質は遺伝しない」と、彼は書いている、というよう に

書ければカッュ、・いの・だが、例によって原典など当っていないので、そうは書け ない。と言いつつ

書いているのだから、大学教官はたくましい。

ルイセンコ学説が大いにもてはやされていたころ、 「ワイズマンの実験は、微頭微尾間違って

いる。あんな実験では獲得形質の遺伝が否定されたことにはならない」と、勇ましく名乗りを挙げ

た8本の学者·がいた。 「第1、50代くらいては、何百万年という進化の年代にくらぺて、余りに

も短かすぎる。それに、．かのダーウインは、 ＂生物は生活を通じて進化する” と言っているてはな

いか。 ハサミて尻尾をちょん切って、ネズミの生活と何のかかわりがあろうか。だいたいワイズマ

ンは観械論者の典型だ。だからハサミなどを使う。」

こうしてこの先生は、獲得形質は必ず遺伝するという確信の下に、壮大な実験を開始された。・

といっても、その原理は大変簡単で、ショウジョウバエを暗黒の中で、えんえんと鰐いつづけよう

というのである。そのうち、目 がなくなるだろう。

実験は、1年、2年、3年、と続けられ、代数も、1 0 0、·2 0 0、3 O·O代と増えでいった。

果して目はなくなったのであろうか？ あるいは少しづつても小さくなっていったのであろうか？

． この実験は最近まで、20年以上にもわたってつづけられた。代数も数干、いや数万を越えた

にちがいない。しかし、シ曇ウジ9ウバエの目は、なくなるどころか、微動だもしなかったのであ
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る．

これては、獲得形質の遺伝を実柾するどころか、．．ワイズ・ マンの実験を拡大詈延して、遺伝しな．．

いことを確証してしまったようなものてある。もっとも·ヽ．案はこの実験も、あまりシ!1ウジ国ウバ ・

工の生活とは関連していない．牛乳ビンの中には餌は十分にあり、具性にも不自由はない。おまけ

に敵もいない。本など読む気のないショ
・
ウジ!1ウバエにとって、暗黒など大して困ること・はないの

である。ネズミの尻尾を切る実験と•大差はない、・といったら言いすぎだろうが。

一方、シ!Iウジ!1ウバエにキナ粉ーーアベ）11モチにつける、あの キナ粉てある
ー一

．を食べ．

させて、いとも簡単に、．シIIウジ!1ウバエの目をなくしてしまった先生も
・
いるe•私と合ったときそ．

の先生は、「シ誓ウジIIウバエの目をな＜すくらい、簡単やで工」と、変な気炎を上げておられた，o·

「キナ粉のどんな成分がどのように働いて、目がなくなったのかは、調べてみたらわかり2すやろけ

ど、先生が、シ!1ウジョウバエにキナ粉 を食わそうと思いはったことは、近代科学の手に負えまへ

んやろな」

というわけて＼獲得形質は遺伝しないことに、現在はなっている。未来のことは、たいていわ·

からない。f
l
1 世紀にはまた、獲得形質が遺伝することが実証されて、 20世紀の学者はなぜ：：：ん ．

な鳥慶気たことを言 っていたのだろうということに、なってCヽるか もしれない。だから、 20世紀

の成果をもとにし・て、1 9世紀初めのラマルクの間
・
違いを責めるというのはゞそれこそ鳥慶気てい

るのである 。かのダ ー ウインですら、獲得形質の遺伝を信じていた。アインシュクインの相対性原

理が正しいからといって、ニュ ー トンが鳥慶だということにはならないだろう。も ，っとも、． ニユ ー

トンという人も少々変っていて、たとえば天体の運行をかのニュ ー トンカ学であますところなく説

明したのだが、その天体がどうして動き出したのかは、ニュ ー トンカ学からは出・てこなかった。そ：

こで彼は神椋を持ち出して、はじめに神様がゲバ棒か何かで天体をどついて動かしたことにした。・

有名な「最初の一撃」というやつである。また、・ニュー トンカ学にしたがった、整然たる天体の運

行は、神様をなぐさめるための音楽である、などと、その主著「プリンキピア」の中て書いている、

そ ・うである。・ 「物理学の先生は、ニュ ー トンのそういう面を、いままで大学で教えてこなかった。

近代科学の父がそんな神がかりでは、教育土よろしくない、と考えたのでしょうね」と、もう相当

以前の、したがって私の記憶も正確でない、ただし、そういったことはまちがいない、確か「通閏

朝臼Jの対談の中で、渇川秀樹大先生が言われていた。ニュー トンはそのほかにも、神霊術のよう

なもの にこってみたり、徴税請負人をやって金もうけしたり、 ＂学者’'にあるべからざることをい

ろいろとしている。断わっておくが、私はニュー・・ トンを非難しているのではない。そんなことて学

者を非難いたりすると、私が学者でおれなくなる 。・ ニュ ー トンは ＜ だから、面白い入だと、高く評

価しているのである。そういえば、・近代化学の父、ラウオアジエも、徴税請負人をやっていた。こ

の・人はしかしく気の毒にも．、フランス革命のときにそれがたたヽって、ギロチンで言を切りおとされ

0.
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0
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それがキュウイエのさしがねだ、という説もあるが、わずか 20 歳のキュウイエに、まだそんな力はなか

はなかっただろう り まずたいていの人なら、 「この年令になってわけもわからぬムシなんていじれ

るかい、勝手にしゃがれ」とふてくされるところだが、ラマルクはその点、人間の出来がちがって

いたらしい。彼はいやな顔ひとつ見せず、というのは見たわけではないから少々怪しいが、ラマル

クだって人間だから、 1 人になったときなど、 「キュウイエの馬鹿野郎、オクンコナス！」などと

つぶやいていた かも知れないが、何分そのころには「生物学会誌」がなかったものだから、そうい

ぅ’'生の声’＇ は記録にない。とにかく彼は 、博物館の中に整理もされずにたまっていたムシけらど

もを、たんねんに洗い出し、こっこつと調べはじめたのである。そしてぞれから、1 0年もたって

いない 1 8 0 1 年、無せきつい動物すべてをもうらし、体系づけた大著、 「無せきつい動物モノグ

ラフ」書き上げたのである。こういう人がいるから困って しまうのだ。

実は 、ラマルクのおかげて大いに迷惑したことがもう 1 つある。今を去る 8年前、私が神戸市

のホ族館で、仕事がないのに給料を（れるといういとも優雅な職場を捨てて、はるばる金沢までゃ

ってきたときの話である。当時、金沢大学理学部生物学科では、教官の ＇’権威’'が地に落ぢていて、

その代わり大学院会が幅をきかせていて、教室会讚を毎回傍聴におしかけてくる。それだけならい

ぃヵ・ぐ、ちょっとでも変なことを決めようものなら、それはどういうわけか、と質関すぢ；••それなら

変な ことを決めなければよいのだが、そこは大学 の学者であって、まともなことが決あられるはず

はない。院生の質問に答えるためにまた教室会議を開く。すると、その回答が決まる前に、9 セらに

変な発言が出た りして、また院生の質問がくる。 こういうわけで、週1回の教室会謡ヤは足りず、

たいてい 2回、ときには 3回も開かれた。ホ族館ての優雅な生活と大ちがいである。その上、会租'

をさぼるわけにもいかぬ。何と なれば、教官である私よ りもずっと：古くからいる院生、ときには何

と1 0年間 も大学にいるという猛者（もさ）もいて、これは教官としては何とも扱いに困る代物な

のである。何しろ西も東も分らぬ新米の教官を、いとも親切に、あ れこれと指導してく れるからで

ある。この指導学生は、私がよんどころない事情て、たまに教至会語を欠席すると、こんなことを

言う。 「先生、ラマルクは自然史博物館の教授になってから退職するまでの 2 5 年間に、教授会を
,. ジー

休んだのはたった3回だったそうですよ。先生はもう2回さぼった•から、停年まて（ちょうど25

年あ った）あと1回しか欠席できませんよJ あとで気がついた翌，··‘、2'·5年間にいったい何回教授

会があったのかを彼は言わなかった。 3回だったかも知れないではないか！

も・っとも、あまりの院生のしつこさに業（ごう）を煮ゃした教授たちは、樟力をふるって教室

会組を解散してしまったから、私 の欠席は 2回にとどまっている。当分教室会巖が再開される見通

しはないから、どうやらラマルクの記録を破れそうてある。破ってもだれも賞めてくれそうにはな

いかもちなみに言うと、私は当時、助教授だづ．たから、、教室会懇の権力的解散をやった方てな．く、

された方であがいまも助教授て、これからふ教授にはなれないっ先日、：環境庁公害研究所（きよ屈

れたとき、何を感違いしたのか私を教授だと思ったらしく、公文書にこう書いてあった。 「奥野良
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之助教授」

またもや話が放散していって、当時の生物学科みたいに拾収がつかなくなってきた。教授なら

この当りで権力的解散といくところだが、残念なことに私は助教授だからそんな権限はない。何と

か拾収してラマルクの話をつづけることにしよう。といっても別にむずかじいことてはない。 「も

とへもどって」という接続詞ひとつで片がつく。

もとへもどって、ラマルクは、さらに 8 年の後の1 8 0 9年、かの高名なる名著、 「勲物哲学．I

を公刊する。ダ ー ウインなら全集まて出ているし、 「種の起原」にいたってば翻訳が3~4�渠も

出ているのに、このラマルクの本は、私の知る限り、という言葉は実は大変便利て、これさえ書い

ておくと事実と相異してもしかられない、もっとも、人間だれしも、知ってるこ．としか知らないの

だから、この文句は本当は書いても書かなくても、同じことなのておる。私が昔、水族館にいたと ・

き、 「呼び出し」というのがあった。 「何の何兵衛さんぺいらっしゃいましたら、・正面玄関まてお

こし下さいJという、あれである。それを聞＜度に私は「いらっしゃいましたら」というのが気に

なって、いらいらした。いらっしゃるから聞こえるので、もともといらっしゃらなかったら、呼び

出しそのものが聞こえない。：こんなむだな言葉はないてはないか。ある日私は動員されて、呼び出

しをやらされたことがある。チャンス、とばかり、私はそれをはぶいて呼び出してみた。不思懇な

ことに、これがうまくいかない。何か、お客さんをしかりつけ・ている感じになってしまうのである。 ．

諮理的には無意味な文句ても、実際的には役に立っているものだ、ということを初めて知った。も

っともこれは、私の話が長いということの言い訳てはない。とにかく先を急ぐことにしよう。

私の知る限り、ラマルクの著書は、 「動物哲学」ただひとつしか訳されていない。それも、昭

和の初期に単行本として出版され、後に岩波文庫にはいったが、戟後はずっと絶版になったままで

あり、古本としても容易に手に入らない、といった状態である。その訳は、小泉丹・山田吉彦両

氏の共訳になっているが、どうやら山田氏こと、きだみのる氏がほとんど訳したらしい。したがっ

て、格調高い名文である。それはよいのだが、なにぶん昭和初期のことだから、旧カナ9日漢字、戦

後教育を受けた人の手に負える代物ではない。数年前に数人の学生さんと論読をやったことがある

が、そのときの私の役目は、漢字の読み係であった。ついでに言うと、キュウイエの本も仲良く1

冊も訳されていない。フランス熱の娘を当てにした私の大計画には、これらの著書の翻訳ももちろ

んはいっていたのだが、すてに書いた通り、計画はすでにサセツしている。だれか訳して投稿して

くれないかな。

（会長、会長！ ー なんや、 ” うるさいな ー もうないんですよー何がないねんーペ
鼻

ージ数がオ
ーパー しそうなんてすよ ー ケチケチいうな 一 そんなこといったって、送料が 1 冊 1 4 O 円で

いけなくなりますよ ー そら大変や。この辺てうち切るか）

（以下次号）
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※ 「無晨薬」とは言いすぎで、 「低晨薬」の ＂甘夏カン ” を食べませんか！

日本の公害の原点、ポ染病の患者の人たちといっしょに、その生活や裁判闘争を助けている、

「ホ羊病センク ー 相思社」というところがありますc そこへ、我が学会の会員が1人行っておりま

して、このほど、、応援を求めてきました。

患者の農家の方が、自分達の体験から、てきるだけ晨薬を使わずにつくっている、甘夏カンが

今年は昨年の倍もとれて、亮れのこる危険がある、ということです。そこで、産地直送の販路を広

げたいと、先ごろ本部をおとづれてきました。

といっても'、·何分遠いところですから、少量ては採算がとれず、最低 ·3 0'ケ ー ス n ケ ー ス

1 5· kg約5 0個）まとめなければなりません。本部（金沢）ではなんとかまとまり、発注しまし

たが、会員の方々の中で、ひとつまとめて購入してやろうと思われる方は、直接現地へ照会してみ

てください。まあ、生物（これはナマモノと読みます）のことてすから時期があって(3月中くら

い）、今年は無理だと思いますが、来年以降もつづきますので、もし気のある方は、お気にかけて

おいて下されば幸いです。

どうせお互い、あんまり良くないことばかりしているんですから、．ときには良い事もいたしま

しよう。 “1 日 1 善！！ ”

もらった資料を無断転載しておきますので、参考にして下さい。

（奥野良之助）
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くく 編i集． 局 だ よ・・ り ＞＞

例によって、ある日の編集局の会話から。

局長：会長、この間某教授から、大学院を教える研究科委員の資格がない、っていわれたんだそう

ですね。

会長：君も耳が早いな、どこからきいた？

局長：会長が言いふらしてまわってるから、みんな知ってますよ。

会長：そやったかな。あれは、まあ、本当の話や。

局長：会長だって天下の助教授、頭に来ないんですか。何て言い返してやらないんです。

会長：言い返すのは人の3倍くらいやったけどな、頭には来やへんな。大体、院生を教育する資格

なんて、ほんまはないもん。

局長：そんな無茶な！ 無責任ですよ、そんなの。

会長：そうかな。ほんまはないのに、あるいうガが無責任とちゃうか。考えて見。人を教育するな

んて、恐しいことやで。

局長：そういうたら、そらそうてしようけど、それで給料もらってるんだから、やっぱりやらんな

らんでしょう。

会長：そやから、やってるがな。講羨もしてるし、実習もな。内味はあんまり、のぞいてほしくな

いけどな。とても人様にお見せできるようなものではないからな。

局長：そんなこというたって、学生はきいてるてしょう。お見せしてるやないですか。

会長iしょうがないもんな。学生に内緒で講義するわけにいかんしな。大学の先生の唯一 の欠点は

講義せんならんということや。

局長：．．．．．．？

またしても局長は、会長にごまかされてしまったようです。まぁ、相手は大学の先生、それが

商亮だから、無理•もありませんね。
（編 集 子）
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